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船舶燃料油性状基準
· 環境保全の観点から以下の基準に適合した燃料油のみを購入、使用する。

· 機関長は補油の都度または工務監督は毎月一回、補油業者から燃料油の性状分析表を入手し、性状を確認する。

· 機関長または工務監督は、基準性状に適合しない分析性状の場合は工務部長を通じて環境保全管理責任者へ報告する。

	油種
	管理項目
	性状基準

	
	
	

	C重油（JIS３種）
	反応
	中性

	
	引火点
	70以上

	
	動粘度（50℃、mm2/s）{cSt}
	250以下

	
	流動点（℃）
	－

	
	残留炭素（質量％）
	－

	
	水分（容量％）
	0.5以下

	
	灰分（質量％）
	0.1以下

	
	硫黄分（質量％）
	3.5以下

	
	
	

	A重油（JIS１種）
	反応
	中性

	
	引火点
	60以上

	
	動粘度（50℃、mm2/s）{cSt}
	20以下

	
	流動点（℃）
	5以下

	
	残留炭素（質量％）
	4以下

	
	水分（容量％）
	0.3以下

	
	灰分（質量％）
	0.05以下

	
	硫黄分（質量％）
	0.5以下

	
	
	


（JIS　K　2205-1991準拠）
